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2p のとき abibabia 2)( 222   0ab より、実数ではない。 

 

3p のとき ibababaibabbiaabia )3(333)( 222332233   

虚数部分が 0であるとき 223 ba   

2b は 3の倍数であるからb は 3の倍数であり、 bb  3 とすると 22 93 ba   22 3ba   
2a は 3の倍数であるから aは 3の倍数であるが、 ba, が互いに素であることに反する。 

したがって、 03 22  ba であり、 3)( bia  は実数ではない。 

 

5≧p のとき pbia )(  の虚数部分は 
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これが 0であるとき 
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①の右辺は aの倍数であり、 ba, は互いに素であるから、左辺 pb が aの倍数になるのは 1a のときのみ。 
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②の右辺はb の倍数であり、 p は素数であるから、②の左辺がb の倍数になるのは、 1b か pb  のとき。 

1b のとき 
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二項係数 12 kp C は p の倍数であるから、③の右辺は p の倍数であるが、③の左辺 1p は p の倍数ではない。 

したがって③は成立しない。 

pb  のとき 
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④の右辺は p の倍数であるが、④の左辺 12 pp は p の倍数ではない。したがって④は成立しない。 

 

以上により、 pbia )(  の虚数部分は 0にならず、 pbia )(  は実数ではない。(証明終) 


